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総務省 土交通省共 実験総務省・国土交通省共同実験

① プ 適 極• 目的： ①車々間通信のアプリケーション適用性を見極める

②通信性能の評価、検証

期間 2008年度• 期間： 2008年度

• 場所： 日本自動車研究所（つくば市）構内模擬市街路、

一般の公道（お台場）など般の公道（お台場）など

• 実験内容：

１ 事故モデルを模擬した N N通信実験１．事故モデルを模擬した N：N通信実験

（交差点系と単路系）

２．ASV(Advanced Safety Vehicle:先進安全自動車)

アプリケーション・シーンに基づいた公道における
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１：１通信実験



総務省・国土交通省共同実験の実施体制

【民間フォーラム】

ITS情報通信 ASV
【総務省】

安全 転支援情報通信

【国土交通省】

ITS情報通信
システム推進会議

（事務局：電波産業会）

ASV
（先進安全自動車）

安全運転支援情報通信システム
実用化のための調査検討会

（自動車メーカー、通信機器メーカー他）

（事務局：電波産業会）

総務省・国交省
共同実験連絡会議
共同実験の調整 推進

参
加

（事務局：電波産業会）

運転支援通信システム
専門委員会 実験作業班

（主査 堀松 哲夫）
連
携

実験企画 調整

参
加・共同実験の調整・推進

・成果の共有 等

加
5.8G実験G

700M実験G 通信方式 アプリ

規格TG

実験企画、調整

データ共有

加

無線方式TG
5.8GHz､700MHz試験検討
・通信技術、通信仕様調査
・電波伝搬・通信試験
・干渉試験（システム内、5.8G路車、700M隣接）

・通信システム技術課題（5.8G、700M）

標準規格案・

ガイドライン等策定

総務省・国交省
共同実験

安全運転支援システムの調査
・安全運転支援システムの動向・技術・機能
・通信の要求条件
・通信システム実用化課題
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共同実験スケジュール

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

国交省・ASV
ﾟ

実験結果まとめ実験項目・目的・場所設定 評価ﾂｰﾙ・実施要領書準備

公道ｱﾌﾟﾘ実験

国交省・ASV

30台公道総合実験

車両・通信機準備

実験項目 確認ﾂｰﾙ・実施要領書準備
実験結果まとめ

通信共同実験

総務省

・目的
・場所設定 車両・通信機準備 ＠ＴＣ ＠公道

共同実験内容検討

実験結果まとめ

共同実験
共同実験内容検討
（ASVSWGと連携）

通信機器・実験系準備

結果解析
実験結果まとめ

△総務省
報告書

実験対応
@つくばJARI
10/20～31

実験対応
@お台場
11/3～7
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事故モデルを模擬したN:N通信実験

• 日程： 10/19～10/24（5.8 GHz帯）、10/27～10/31（700 MHz帯）

場所 日本自動車研究所（ くば市）構内模擬市街路• 場所： 日本自動車研究所（つくば市）構内模擬市街路

• 実験項目

交差点（1つ角）におけるＮ Ｎ通信実験（受信電力 パケ トエラ レ ト）– 交差点（1つ角）におけるＮ：Ｎ通信実験（受信電力、パケットエラーレート）

• １：１基本通信特性

• 30対30通信

• 干渉車両、隠れ端末車両による通信への影響確認

– 銀座等の大規模交差点を模擬した、100～400台程度の高負荷トラヒック評価

単路におけるＮ Ｎ通信実験（受信電力 パケ トエラ レ ト）– 単路におけるＮ：Ｎ通信実験（受信電力、パケットエラーレート）

• １：１基本通信特性

• 30対30通信

• 干渉車両による通信への影響確認

– 渋滞高速道路を模擬した、 100～300台程度の高負荷トラヒック評価
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交差点（1つ角）におけるＮ：Ｎ通信実験

Ｎ Ｎ通信実験 全景
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Ｎ：Ｎ通信実験 全景



交差点（1つ角）におけるＮ：Ｎ通信実験

見通しの悪い一つ角

7交差点 模様



見通し外交差点における出会い頭衝突シーンの結果例（Ｉ） 5.8 GHz帯

通信試験の目的
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ASV4要件
（90m）

通信試験の目的：
ASV4の要件の達成を確認すること

電
力

（
中

央
値

）
[ （90m）

送信車両 受信車両

受
信

電

交差点角からの距離 [m]

(5
連

送
)[％

]

評価基準値

・ 1つ角の見通し外交差点模擬環境において、
交差点角から90mの位置におけるパケット到
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ケ
ッ

ト
到

達
率 評価基準値

（パケット到達率：80%）

達率（５連送）が評価基準値（80%）を上回るこ
とを確認。

ASV４の要件を達成
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ASV４の要件を達成
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見通し外交差点における出会い頭衝突シーンの結果例(II) 700 MＨｚ帯

交差点角 通信試験の目的
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通信試験の目的：
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・ 1つ角の見通し外交差点模擬環境において、
交差点角から90mの位置におけるパケット到
達率（80%）が評価基準値を上回ることを確認。

評価基準値
（パケット到達率：80%）
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達率（80%）が評価基準値を上回ることを確認。

ASV４の要件を達成
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ASV４の要件を達成



単路におけるＮ：Ｎ通信実験

渋滞末尾

10単路におけるＮ：Ｎ通信実験
（実験結果については、分析中）



ASV アプリケーション・シーンに基づいたASV アプリケ ション シ ンに基づいた
公道における１：１通信実験

• 日程：11/3～11/6（5.8 GHz帯, 700 MHz帯）

場所 お台場• 場所：お台場

• 実験項目

交差点出会い頭衝突シ ンにおける１ １通信性能評価（受信電力 パケットエ– 交差点出会い頭衝突シーンにおける１：１通信性能評価（受信電力、パケットエ

ラーレート）

– 右折時衝突シーンにおける１：１通信性能評価（受信電力、パケットエラーレート）

– 左折巻き込みシーンにおける１：１通信性能評価（受信電力、パケットエラーレー

ト）

– 追突（一般道・高速）シーンにおける１：１通信性能評価（受信電力、パケットエ

ラーレート）
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右折時衝突防止パターン 測定風景 （テレコムセンター前）

走行2当車

2当車

１当車

2当車待機場所

2当車待機車
１当車

2当車

当車

122当車待機場所 （湾岸署協力）
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右折時衝突シーン（Ｉ） 5.8 GHz帯
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準値を上回ることを確認。
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右折時衝突シーン(II) 700 MＨｚ帯
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まとめまとめ

• 多数の車両を用いた大規模な車々間通信実験を実施• 多数の車両を用いた大規模な車々間通信実験を実施

ex. 30対30台の通信、数100台規模の高負荷トラフィック時の通信

• 特定の公道において、700MHz帯及び5 8GHｚ帯の両電波メディアを用い特定の公道において、700MHz帯及び5.8GHｚ帯の両電波メディアを用い

てＡＳＶアプリケーションを可能とする通信が実現することを確認

• 今後、解析を鋭意進め、700MHz帯と5.8GHz帯の両電波メディアの特性を

確認するとともに、

－通信可能エリア（通信ゾーン）

通信 質－通信品質

－干渉耐力

などの特徴を明らかにするなどの特徴を明らかにする
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